
22 － 19
17 － 15
11 － 21
22 － 17
15 － 9

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 22 4 3 4 2 ◎ 4 6 0 3 0 5

○ 5 4 0 2 0 0 ○ 5 17 3 4 0 5

6 10 1 1 5 4 6 0 0 0 0 0

○ 7 13 0 6 1 3 7 2 0 1 0 4

8 0 0 0 0 0 ○ 8 4 0 2 0 4

9 0 0 0 0 0 ○ 9 10 0 5 0 2

○ 10 24 2 7 4 1 10 0 0 0 0 0

○ 11 7 0 2 3 4 ○ 11 28 1 10 5 2

12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 14 3 2 1 5

14 0 0 0 0 1 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 7 0 3 1 0 17 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0

87 7 24 18 81 7 27 6

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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記載者 枝　折　健　吾 （所属） 山口県高体連バスケットボール部

両チームマンツーマン。立ち上がりは両チーム堅さからかなかなかシュートが入らない。試合が動いたのは
3分過ぎから。豊浦のミスをつき、宇部工が4連続得点で勢いに乗り11点差とする。豊浦も最後に盛り返し、
22-19で１Q終了。２Q宇部工ハイポストを起点にオフェンスを組み立て得点を重ねていく。またディフェンス
でも1on1でよく守り豊浦に得点をさせない。残り5分過ぎから豊浦は＃11を中心に加点し追い上げ39-34と宇部
工リードで２Q終了。3Q宇部工前半と同じくハイポスト中心で、豊浦はセットオフェンス中心で攻め合い、一
進一退の攻防が続く。5分豊浦＃5のジャンプシュートで逆転。その後、豊浦は確実にシュートを決めていく。
一方宇部工はファールをもらいフリースローを得るが、そのフリースローが入らない。55-50と豊浦リードで
終了。4Q出だし豊浦が3Qの勢いのまま点差を広げるかと思われたが宇部工＃10の活躍で逆に点差を縮めてい
く。残り2分で宇部工逆転に成功。このまま逃げ切れるかと思ったが、残り32秒で豊浦＃5の3Pで同点とし72-
72で延長に突入。延長最初に得点したのは豊浦。＃13のパスカットからランニングシュート。しかし、すぐに
宇部工＃6が入れ返す。その後宇部工＃4の2連続3P。たまらず豊浦はタイムアウト。その後ファールゲームに
持ち込むが点差は縮まらず81-87で宇部工が競り勝ち、決勝に駒を進めた。
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